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一
　
は
じ
め
に

　

中
国
古
典
文
学
に
は
、
一
つ
の
「
宴
」
に
お
い
て
詠
作
さ
れ
た
作
品
が

多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
「
宴
詩
」
は
、
主
催
者
と
参
宴
者
を
含
め
た

複
数
の
作
者
に
よ
る
一
種
の
「
共
同
制
作
」
で
あ
り
、「
宴
詩
」
は
一
集

団
の
個
性
を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、「
宴
詩
」
は
一
集
団
が

同
席
で
詠
じ
合
う
た
め
、
制
作
者
間
の
複
雑
な
交
流
も
生
じ
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、「
宴
詩
」
は
、
当
時
の
政
治
・
生
活
・
思
想
な
ど
が
豊
か
に
交

叉
す
る
場
で
あ
る
と
言
え
る
。「
宴
詩
」
の
研
究
は
、
多
様
性
を
内
に
含

ん
だ
集
団
の
文
学
意
識
を
解
明
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

　

中
国
古
典
文
学
の
「
宴
詩
」
は
東
晋
代
の
「
蘭
亭
の
遊
」
以
後
、
南
北

朝
を
経
て
、
唐
代
に
大
き
く
発
展
し
た
。
特
に
、
形
式
的
に
整
っ
た
五
言

や
七
言
な
ど
の
律
詩
、
い
わ
ゆ
る
近
体
詩
形
式
が
定
着
し
た
初
唐
の
「
宴

詩
」
に
は
、
文
学
史
上
重
要
な
参
考
価
値
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
存
す
る
ほ
と
ん
ど
の
漢
籍
は
、「
宴
詩
」
を
収
録
す
る
場
合
、

「
宴
詩
」
と
し
て
制
作
機
会
ご
と
に
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
内
容
や
作

者
を
優
先
し
て
分
散
さ
せ
て
い
る
。
ご
く
わ
ず
か
に
『
古
今
歳
時
雑
詠
』

の
よ
う
な
、
同
一
「
宴
」
の
「
宴
詩
」
を
並
べ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
、
あ
く
ま
で
も
「
歳
時
」
に
基
い
て
選
別
さ
れ
た
後
に
収
録
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
古
来
の
同
一
「
宴
」
で
詠
じ
ら
れ
た
「
宴
詩
」（
追
和
詩
を

含
む
）
の
ほ
と
ん
ど
が
、
分
散
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
、
初
唐
詩
が
相
対
的
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
『
全
唐

詩（
（
（

』
を
も
と
に
、
分
散
収
録
さ
れ
て
い
る
初
唐
王
権
周
辺
「
宴
詩
」
を
詩

宴
ご
と
に
ま
と
め
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
詠
作
さ
れ
た
本
来
の

「
宴
」
の
復
元（

（
（

を
試
み
、
初
唐
王
権
周
辺
「
宴
詩
」
に
み
ら
れ
る
韻
の
工

夫
を
確
認
し
、
そ
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

初
唐
詩
宴
詩
に
お
け
る
韻
の
工
夫

─
初
唐
王
権
周
辺
「
宴
詩
」
の
韻
の
状
況

─

林　

宇
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二
　
唐
太
宗
周
辺
の
「
宴
詩
」
に
お
け
る
韻
の
状
況

　

宋
の
劉
攽攽
が
著
し
た
『
中
山
詩
話（

（
（

』
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

唐
詩
賡
和
、
有
次
韻
、
先
後
無
易
。
有
依
韻
、
同
在
一
韻
。
有
用
韻
、

用
彼
韻
不
必
次
。

　

右
の
劉
攽攽
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
唐
詩
の
押
韻
方
法
に
は
原
作
と
同
じ
韻

字
を
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
使
用
す
る
位
置
を
も
そ
ろ
え
る
次
韻
形
式
、

原
作
が
使
用
し
た
韻
字
と
同
一
韻
部
の
他
の
韻
字
を
使
用
す
る
依
韻
、
原

作
と
同
一
韻
字
を
使
用
す
る
が
順
に
こ
だ
わ
ら
な
い
用
韻
と
が
あ
る
。
唐

太
宗
周
辺
の
「
宴
詩
」
を
確
認
す
る
と
、
次
韻
、
依
韻
、
用
韻
の
例
は
ほ

と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い
。
一
番
用
韻
に
近
い
例
と
し
て
は
、
次
の
「
春
日

望
海
」
の
「
宴
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

春
日
望
海　

太
宗
皇
帝

披
襟
眺
滄
海
、
憑
軾
玩
春 

芳 

。
積
流
横
地
紀
、
疏
派
引
天 
潢 
。

仙
気
凝
三
嶺
、
和
風
扇
八 

荒 

。
拂
潮
雲
布
色
、
穿
浪
日
舒 

光 
。

照
岸
花
分
彩
、
迷
雲
雁
断 

行 

。
懐
卑
運
深
広
、
持
満
守
霊 

長 

。

有
形
非
易
測
、
無
源
詎
可 

量 

。
洪
濤
経
変
野
、
翠
島
屢
成 

桑 

。

之
衆
思
漢
帝
、
碣
石
想
秦 

皇 

。
霓
裳
非
本
意
、
端
拱
且
図 

王 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
七
）

　

奉
和
聖
製
春
日
望
海　

楊
師
道

春
山
臨
渤
海
、
征
旅
輟
晨 

装 

。
回
瞰
盧
龍
塞
、
斜
瞻
肅
慎 

郷 

。

洪
波
迴
地
軸
、
孤
嶼
映
雲 

光 

。
落
日
驚
濤
上
、
浮
天
駭
浪 

長 

。

仙
臺
隠
螭
駕
、
水
府
汎
黿黿 

梁 

。
碣
石
朝
煙
滅
、
之
罘
帰
雁 

翔 

。

北
巡
非
漢
后
、
東
幸
異
秦 

皇 

。
搴
旗
羽
林
客
、
跋
距
少
年 

場 

。

龍
擊
驅
遼
水
、
鵬
飛
出
帯 

方 

。
将
挙
青
丘
繳
、
安
訪
白
霓 

裳 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
三
十
四
）

　

奉
和
春
日
望
海　

許
敬
宗

韓
夷
愆
奉
賮賮
、
憑
険
乱
天 

常 

。
乃
神
弘
廟
略
、
横
海
剪
吞 

航 

。

電
野
清
玄
菟
、
騰
笳
振
白 

狼 

。
連
雲
飛
巨
艦
、
編
石
架
浮 

梁 

。

周
游
臨
大
壑
、
降
望
極
遐 

荒 

。
桃
門
通
山
抃
、
蓬
渚
降
霓 

裳 

。

驚
濤
含
蜃
闕
、
駭
浪
掩
晨 

光 

。
青
丘
絢
春
組
、
丹
谷
耀
華 

桑 

。

長
驅
七
萃
卒
、
成
功
百
戦 

場 

。
俄
且
旋
戎
路
、
飲
至
肅
巖 

廊 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
三
十
五
）

　

右
の
三
首
の
韻
字
の
み
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

芳
、
潢
、
荒
、
光
、
行
、
長
、
量
、
桑
、
皇
、
王
（
太
宗
詩
）

装
、
郷
、
光
、
長
、
梁
、
翔
、
皇
、
場
、
方
、
裳
（
楊
師
道
詩
）

常
、
航
、
狼
、
梁
、
荒
、
裳
、
光
、
桑
、
場
、
廊
（
許
敬
宗
詩
）

　

太
宗
詩
と
楊
師
道
詩
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
韻
字
は
光
・
長
・
皇
の
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三
字
、
太
宗
詩
と
許
敬
宗
詩
に
共
通
す
る
の
は
、
荒
・
光
・
桑
の
三
字
、

楊
師
道
詩
と
許
敬
宗
詩
が
共
有
す
る
の
は
、
梁
・
裳
・
光
・
場
の
四
字
と

な
っ
て
い
る
。
三
首
と
も
用
い
て
い
る
共
通
韻
字
は
光
の
一
字
の
み
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
太
宗
周
辺
の
「
宴
詩
」
の
中
で
、
も
っ
と
も
用
韻
に
近
い

も
の
で
も
、
韻
字
に
お
け
る
同
調
意
識
は
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
と
言
え

る
。

　

一
方
、
太
宗
詩
と
楊
師
道
詩
に
は
、
興
味
深
い
対
句
表
現
が
う
か
が
え

る
。
傍
線
を
施
し
た
箇
所
の
表
現
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
太
宗
詩
で
は

「
之
衆
思
漢
帝
、
碣
石
想
秦 

皇 
。」
と
漢
の
皇
帝
を
指
す
「
漢
帝
」
と
い

う
表
現
と
、
秦
の
始
皇
帝
を
指
す
「
秦
皇
」
が
対
と
な
っ
て
い
る
。
楊
師

道
詩
で
は
、「
北
巡
非
漢
后
、
東
幸
異
秦 
皇 
。」
と
太
宗
詩
と
字
は
異
な

る
も
の
の
同
じ
く
漢
の
皇
帝
を
指
す
「
漢
后
」
と
い
う
表
現
と
、
太
宗
詩

と
完
全
に
一
致
す
る
始
皇
帝
を
表
す
「
秦
皇
」
と
い
う
表
現
が
対
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
太
宗
詩
と
楊
師
道
詩
の
こ
の
対
句
上
の
一
致
は
、
明

ら
か
に
楊
師
道
が
太
宗
詩
を
意
識
し
て
表
現
を
寄
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
太
宗
周
辺
の
「
宴
詩
」
に
お
い
て
、
参
宴
者
が
主
催
者

で
あ
る
太
宗
の
作
に
自
作
を
寄
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
ま
だ
表
現
上
に

と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
韻
字
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

太
宗
主
催
の
「
春
日
望
海
」
の
「
宴
詩
」
に
お
け
る
参
宴
者
の
同
調
意

識
は
、
探
字
・
探
韻
の
よ
う
な
皇
帝
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
自

発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、太
宗
周
辺
の「
宴

詩
」
に
は
次
の
よ
う
な
形
式
の
も
の
も
確
認
で
き
る
。

両
儀
殿
賦
柏
梁
体
（
両
京
記
：
貞
観
五
年
、
太
宗
破
突
厥
、
宴
突

利
可
汗
於
両
儀
殿
、
賦
七
言
詩
柏
梁
体
。）　

太
宗
皇
帝

絶
域
降
附
天
下 

平 

（
帝
）、
八
表
無
事
悦
聖 

情 

（
淮
安
王
）。
雲
披

霧
斂
天
地 

明 

（
長
孫
無
忌
）、
登
封
日
観
禅
云 

亭 

（
房
玄
齢
）。
太

常
具
礼
方
告 

成 

（
蕭
瑀瑀
）。�

（『
全
唐
詩
』
巻
一
）

　

右
の
「
両
儀
殿
賦
柏
梁
体
」
は
、
貞
観
五
年
（
六
三
一
）
に
太
宗
が
突

厥
を
破
り
、
突
利
可
汗
の
功
を
賞
し
て
「
宴
」
を
催
し
た
際
の
「
宴
詩
」

で
あ
る
。
こ
の
「
宴
詩
」
で
は
、
詩
題
注
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
柏

梁
体
を
用
い
る
よ
う
に
と
太
宗
に
よ
る
指
示
が
確
認
さ
れ
る
。

　

柏
梁
体
と
は
、『
三
輔
黄
図（

（
（

』「
台
榭
」（
巻
五
）
に
は
「
柏
梁
台
、
武

帝
元
鼎
二
年
春
起
。
此
台
在
長
安
城
中
北
闕
内
。
三
輔
旧
事
云
、
以
香
柏

為
梁
也
。
帝
嘗
置
酒
其
上
、
詔
群
臣
和
詩
、
能
七
言
詩
者
乃
得
上
」
と
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
の
武
帝
が
柏
梁
台
を
築
き
群
臣
を
招
い
て
詩
宴
を
催

し
、
上
座
に
七
言
詩
を
う
ま
く
詠
じ
ら
れ
た
者
を
座
ら
せ
た
と
い
う
故
事

に
由
来
す
る
。
漢
の
武
帝
と
群
臣
で
詠
作
さ
れ
た
七
言
詩
の
連
句
は
最
も

古
い
七
言
詩
で
、
毎
句
脚
韻
を
踏
む
七
言
詩
の
連
句
は
後
に
柏
梁
体
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
人
一
句
か
つ
脚
韻
を
踏
む
と
い
う
精
緻
な
柏
梁
体
の
詠

作
を
、
突
利
可
汗
を
宴
す
る
場
で
提
唱
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
や
は
り

統
治
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
現

に
、
初
唐
の
詩
に
関
し
て
前
野
直
彬
氏
の
次
の
よ
う
な
見
解
が
う
か
が
え

る
。
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太
宗
の
貞
観
年
間
（
六
二
七
─
四
九
）
に
見
ら
れ
る
学
術
文
化
の
隆

盛
は
、
そ
れ
ら
に
非
常
な
関
心
を
示
し
た
太
宗
の
影
響
が
大
き
く
、

そ
の
命
に
よ
り
、
治
政
の
要
点
を
諸
書
か
ら
集
め
た
『
群
書
治
要
』、

『
晋
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
史
書
、
そ
し
て
ま
た
『
五

経
正
義
』
な
ど
、
多
く
の
書
物
が
編
篆
さ
れ
た
。
文
学
史
上
と
り
わ

け
注
目
に
価
す
る
の
は
、
隋
末
唐
初
か
ら
初
唐
中
期
に
か
け
て
、
一

種
の
百
科
全
書
と
も
い
う
べ
き
『
北
堂
書
鈔
』『
芸
文
類
聚
』
等
の

類
書
、
お
よ
び
漢
以
来
の
詩
文
を
集
め
た
『
文
館
詞
林
』
な
ど
が
編

纂
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
詩
壇
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
当
時
の
学
術
的

な
風
潮
を
忠
実
に
反
映
し
、
前
代
か
ら
の
斉
梁
詩
風
を
依
然
と
し
て

継
承
し
な
が
ら
、
典
故
や
麗
辞
を
多
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
殖
を
ほ

こ
つ
た（

（
（

。

　

前
野
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
太
宗
は
学
術
文
化
を
重
視
す
る
こ
と
で
治

世
の
安
定
と
発
展
を
望
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
初
唐
の
政
治
と
文
学

は
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
中
で
の
柏
梁
体
の
応
用
は
、

ま
さ
に
文
学
を
用
い
た
政
治
活
動
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
韻
を

意
識
し
た
唱
和
を
用
い
て
政
治
の
安
定
を
図
る
傾
向
は
、
ま
だ
太
宗
周
辺

の
「
宴
詩
」
に
表
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

三
　
唐
高
宗
周
辺
の
「
宴
詩
」
に
お
け
る
韻
の
状
況

　

高
宗
の
時
代
に
な
る
と
、
太
宗
の
治
世
よ
り
「
宴
詩
」
に
お
け
る
韻
の

工
夫
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
次
の
二
首
は
、咸
亨
四
年（
六
七
四
）「
太

子
納
妃
太
平
公
主
出
降
」
を
題
に
収
録
さ
れ
た
一
連
の
「
宴
詩
」
の
中
の

二
首
で
あ
る
が
、
計
十
三
首
数
え
ら
れ
る
宴
詩
の
中
で
、
唯
一
韻
の
同
調

を
意
識
し
た
傾
向
が
あ
る
二
首
で
あ
る
。

太
子
納
妃
太
平
公
主
出
降
（
咸
亨
四
年
、
太
子
弘
納
妃
裴
氏
、
有

司
奏
贄
用
白
雁
、
適
苑
中
獲
之
。）　

高
宗
皇
帝

龍
楼
光
曙
景
、
魯
館
啓
朝 

扉 

。
艶
日
濃
妝
影
、
低
星
降
婺婺 

輝 

。

玉
庭
浮
瑞
色
、
銀
牓
藻
祥 

徽 

。
雲
転
花
栄
蓋
、
霞
飄
葉
綴 

旂 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
二
）

　

奉
和
太
子
納
妃
太
平
公
主
出
降
三
首
（
別
本
作
一
首
）
裴
守
真

瑜
珮
升
青
殿
、
穠穠
華
降
紫 

微 

。
還
如
桃
李
発
、
更
似
鳳
皇 

飛 

。

金
屋
真
離
象
、
瑤
臺
起
婺婺 

徽 

。
綵
纓
紛
碧
坐
、
績
羽
泛
褕褕 

衣 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
四
十
四
）

　

右
の
高
宗
の
詩
は
三
首
の
御
製
中
の
一
首
で
、
裴
守
真
詩
は
そ
の
一
首

と
同
じ
韻
部
の
韻
字
を
用
い
て
い
る
。
二
首
に
使
用
さ
れ
る
韻
字
を
比
較

し
て
み
る
と
、
共
通
す
る
韻
字
は
「
徽
」
字
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
配
置

は
同
じ
く
三
句
目
の
末
尾
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
御
製
の
韻
字
を

意
識
し
、
さ
ら
に
共
通
す
る
韻
字
の
位
置
を
考
慮
す
る
「
宴
詩
」
の
在
り

方
は
、
高
宗
周
辺
に
至
っ
て
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
前
掲
前
野
氏
は
、

高
宗
と
則
天
武
后
期
の
詩
歌
の
発
展
に
つ
い
て
、
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
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新
し
い
王
朝
の
基
礎
が
か
た
ま
る
に
つ
れ
、
そ
の
勃
興
す
る
気
運
を

映
し
て
清
新
な
詩
歌
が
現
わ
れ
て
き
た
の
は
、
高
宗
と
、
そ
し
て
主

と
し
て
、
則
天
武
后
の
治
世
年
間
で
あ
っ
た
。
詩
の
内
容
的
な
変
貌

と
と
も
に
、
こ
の
時
期
は
近
体
詩
形
式
の
成
長
が
完
了
し
て
、
中
国

古
典
詩
の
大
き
な
転
換
期
と
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
は
高
宗
の
永
隆
二

年
（
六
八
一
）
に
、
進
士
科
の
試
験
科
目
に
は
じ
め
て
詩
賦
が
と
り

入
れ
ら
れ
た
と
い
う
、
重
要
な
こ
と
が
ら
を
含
む（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
宗
周
辺
の
「
宴
詩
」
に
現
れ
た
韻
字
同
調
の
工
夫
は
、

詩
が
重
視
さ
れ
、
近
体
詩
形
式
の
定
着
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
次
の
二
首
か
ら
は
先
に
掲
げ
た
「
奉
和
太
子
納
妃
太
平
公
主
出

降
」
の
「
宴
詩
」
よ
り
も
、
一
歩
進
ん
だ
韻
の
同
調
工
夫
が
う
か
が
え
る
。

　

七
夕
宴
懸
圃
二
首
（
其
二
）　

高
宗
皇
帝

霓
裳
転
雲
路
、
鳳
駕
儼
天 

潢 

。
虧
星
凋
夜
靨
、
残
月
落
朝 

璜 

。

　
　

促
歓
今
夕
促
、
長
離
別
後 

長 

。
軽
梭
聊
駐
織
、
掩
涙
独
悲 

傷 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
二
）

　

奉
和
七
夕
宴
懸
圃
応
制
二
首
（
其
二
）　

許
敬
宗

婺婺
閨
期
今
夕
、
蛾
輪
泛
浅 

潢 

。
迎
秋
伴
暮
雨
、
待
暝
合
神 

光 

。

薦
寝
低
雲
鬢
、
呈
態
解
霓 

裳 

。
喜
中
愁
漏
促
、
別
後
怨
天 

長 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
三
十
五
）

　

右
の
「
七
夕
宴
懸
圃
」
の
「
宴
詩
」
に
お
い
て
は
、
許
敬
宗
が
二
番
目

の
自
作
の
韻
を
高
宗
の
二
作
目
に
意
図
的
に
寄
せ
て
お
り
、「
潢
」
字
を

同
じ
く
一
句
目
に
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
配
置
は
異
な
る
も
の
の
さ
ら
に

共
通
す
る
「
長
」
字
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
景
龍
三
年
（
七
〇
九
）

に
は
、「
九
月
九
日
幸
臨
渭
亭
登
高
得
〇
字
」
の
よ
う
に
探
韻
形
式
の
詩

宴
も
催
さ
れ
、
計
二
十
三
首
に
も
及
ぶ
詠
作
が
行
わ
れ
た
ほ
ど
の
規
模
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
作
の
存
在
は
、
一
つ
の
詠
作
集
団
に
お
い
て
、

韻
字
を
重
ん
じ
、
一
集
団
の
作
詩
傾
向
あ
る
い
は
価
値
観
の
同
調
を
図
る

体
制
が
少
な
く
と
も
高
宗
期
に
は
そ
の
原
型
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

四
　
唐
中
宗
周
辺
の
「
宴
詩
」
に
お
け
る
韻
の
状
況

　

中
宗
期
に
至
る
と
、
一
詩
宴
内
で
の
韻
字
の
同
調
方
法
が
一
風
変
わ
っ

て
現
れ
る
。

　

登
驪
山
高
頂
寓
目　

中
宗
皇
帝

四
郊
秦
漢
国
、
八
水
帝
王 

都 

。
閶閶
闔
雄
里
閈閈
、
城
闕
壮
規 

模 

。

貫
渭
称
天
邑
、
含
岐
実
奧 

区 

。
金
門
披
玉
館
、
因
此
識
皇 

図 

。

（
紀
事
云
、
帝
自
題
序
、
末
云
、
人
題
四
韻
、
後
罰
三
杯
。
日
暮
、

成
者
五
六
人
、
餘
皆
罰
酒
。）�

（『
全
唐
詩
』
巻
二
）

　

奉
和
登
驪
山
高
頂
寓
目
応
制　

崔
湜

名
山
何
壮
哉
、
玄
覽
一
徘
徊
。
御
路
穿
林
転
、
旌
門
倚
石
開
。
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煙
霞
肘
後
発
、
河
塞
掌
中
来
。
不
学
蓬
壺
遠
、
経
年
猶
未
迴
。

（『
全
唐
詩
』
巻
五
十
四
）

　

奉
和
聖
製
登
驪
山
高
頂
寓
目
応
制　

劉
憲

驪
阜
鎮
皇
都
、
鑾
遊
眺
八 

区 

。
原
隰
旌
門
裏
、
風
雲
扆
座 

隅 

。

直
城
如
斗
柄
、
官
樹
似
星 

楡 

。
従
臣
詞
賦
末
、
濫
得
上
天 

衢 

。

（『
全
唐
詩
』
巻
七
十
一
）

　

奉
和
聖
製
登
驪
山
高
頂
寓
目
応
制　

蘇
頲頲

仙
蹕
御
層
氛
、
高
高
積
翠
分
。
巖
声
中
谷
応
、
天
語
半
空
聞
。

豊
樹
連
黄
葉
、
函
関
入
紫
雲
。
聖
図
恢
宇
県
、
歌
賦
小
横
汾
。

（『
全
唐
詩
』
巻
七
十
三
）

　

奉
和
登
驪
山
高
頂
寓
目
応
制　

李
乂

崖
巘
萬
尋
懸
、
居
高
敞
御
筵
。
行
戈
疑
駐
日
、
歩
輦
若
登
天
。

城
闕
霧
中
近
、
関
河
雲
外
連
。
謬
陪
登
岱
駕
、
欣
奉
済
汾
篇
。

（『
全
唐
詩
』
巻
九
十
二
）

　

奉
和
登
驪
山
高
頂
寓
目
応
制　

武
平
一

鑾
輿
上
碧
天
、
翠
帟
拖
帟
拖
晴
煙
。
絶
崿崿
紆
仙
径
、
層
巖
敞
御
筵
。

雲
披
丹
鳳
闕
、
日
下
黒
龍
川
。
更
睹
南
熏
奏
、
流
声
入
管
弦
。

（『
全
唐
詩
』
巻
一
〇
二
）

　

奉
和
聖
製
登
驪
山
高
頂
寓
目
応
制　

趙
彦
昭

皇
情
遍
九
垓
、
御
輦
駐
昭
回
。
路
若
隨
天
転
、
人
疑
近
日
来
。

河
看
大
禹
鑿
、
山
見
巨
霊
開
。
願
扈
登
封
駕
、
常
持
薦
壽
杯
。

（『
全
唐
詩
』
巻
一
〇
三
）

　
『
旧
唐
書（

（
（

』
景
龍
三
年
（
七
〇
九
）
十
二
月
条
に
は
、
唐
中
宗
が
臣
下

を
伴
い
驪
山
に
行
幸
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
中
宗
が
驪
山
を
訪
れ

た
記
述
は
こ
の
一
箇
所
の
み
で
、
お
そ
ら
く
右
の
一
連
の
詩
作
も
そ
の
際

中
宗
が
驪
山
で
催
し
た
詩
宴
に
因
ん
で
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

具
体
的
に
「
登
驪
山
高
頂
寓
目
」
諸
作
の
韻
字
を
見
て
み
る
と
、
中
宗

の
御
製
と
三
首
目
の
劉
憲
詩
は
同
一
韻
部
で
あ
る
「
上
平
十
虞
」
の
韻
字

を
使
用
し
て
お
り
、
一
字
「
区
」
が
二
首
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

が
位
置
も
異
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
二
首
目
の
崔
湜
詩
と
七
首
目
の
趙
彦

昭
詩
は
、同
じ
く「
上
平
十
五
灰
」の
韻
部
に
属
す
る
韻
字
を
使
用
し
、「
開
」

と
「
来
」
の
二
字
が
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
首
目
の

李
乂
詩
と
六
首
目
の
武
平
一
詩
で
は
「
下
平
二
仙
」
が
韻
部
と
し
て
選
ば

れ
、「
筵
」
が
同
じ
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
二
首
で
は

韻
字
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
に
連
な
る
字
句
「
敞
御
筵
」
ま
で
が
重
な
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
李
乂
詩
と
武
平
一
詩
の
両
者
間
に
参
照
関
係
が
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
や
『
新
唐
書
』
の
よ
う
な
史
書
に
よ

れ
ば
、
中
宗
在
位
中
の
景
龍
年
間
、
李
乂
は
中
書
舍
人
と
し
て
、
武
平
一

は
起
居
舍
人
と
し
て
任
官
し
て
い
た
。
中
書
舍
人
は
主
に
詔
書
の
作
成
を

担
当
す
る
役
目
で
、
皇
帝
の
言
葉
を
記
録
す
る
起
居
舎
人
よ
り
地
位
が
高
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い
。
こ
こ
は
武
平
一
詩
が
意
図
的
に
李
乂
詩
に
韻
字
を
含
め
る
字
句
表
現

を
寄
せ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、驪
山
で
催
さ
れ
た
中
宗
主
催
の
詩
宴
で
創
作
さ
れ
た「
登

驪
山
高
頂
寓
目
」
諸
作
に
お
い
て
、
韻
字
の
使
用
に
際
し
て
新
し
い
傾
向

が
う
か
が
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
別
な
指
示
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、
す
べ
て
の
参
宴
者
が
御
製
に
寄
せ
る
の
で
は
な
く
、
中
宗
以
外

の
参
宴
者
同
士
で
も
韻
部
が
共
有
さ
れ
る
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
無

論
そ
れ
ぞ
れ
で
共
有
さ
れ
る
韻
字
の
数
も
位
置
も
、
使
用
さ
れ
る
韻
字
と

位
置
が
完
全
に
一
致
す
る
次
韻
と
は
程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
一

部
の
韻
字
が
共
有
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
互
い
の
韻
字
を
意
識
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
李
乂
詩
と
武
平
一
詩
で
確
認
で

き
た
韻
字
を
含
め
る
字
句
表
現
の
揃
え
方
も
、
そ
の
証
の
一
つ
で
あ
る
。

　

右
で
確
認
で
き
た
よ
う
な
皇
帝
主
催
の
詩
宴
で
、
御
製
に
対
し
て
で
は

な
く
参
宴
者
同
士
で
韻
を
意
識
し
あ
う
傾
向
は
、
別
の
中
宗
期
の
詩
宴
で

詠
じ
ら
れ
た
「
立
春
日
遊
苑
迎
春
」
諸
作
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　

立
春
日
遊
苑
迎
春　

中
宗
皇
帝

神
皋
福
地
三
秦
邑
、
玉
臺
金
闕
九
仙
家
。

寒
光
猶
恋
甘
泉
樹
、
淑
景
偏
臨
建
始
花
。

綵
蝶
黄
鶯
未
歌
舞
、
梅
香
柳
色
已
矜
誇
。

迎
春
正
啓
流
霞
席
、
暫
嘱
曦
輪
勿
遽
斜
。�

（『
全
唐
詩
』
巻
二
）

　

奉
和
立
春
遊
苑
迎
春
応
制　

閻
朝
隠

管
籥
周
移
寰
極
裏
、
乘
輿
望
幸
斗
城 

闉闉 

。

草
根
未
結
青
糸
縷
、
蘿
蔦
猶
垂
緑
帔 

巾 

。

鵲
入
巢
中
言
改
歳
、
燕
銜
書
上
道
宜 

新 

。

願
得
長
縄
繫
取
日
、
光
臨
天
子
萬
年 

春 

。（『
全
唐
詩
』
巻
六
十
九
）

　

奉
和
立
春
遊
苑
迎
春　

李
適

金
輿
翠
輦
迎
嘉
節
、
御
苑
仙
宮
待
献 

春 

。

淑
気
初
銜
梅
色
浅
、
条
風
半
拂
柳
牆 

新 

。

天
杯
慶
壽
斉
南
岳
、
聖
藻
光
輝
動
北 

辰 

。

稍
覚
披
香
歌
吹
近
、
龍
驂
日
暮
下
城 

闉闉 

。
（『
全
唐
詩
』
巻
七
十
）

　

奉
和
立
春
遊
苑
迎
春
応
制　

盧
藏
用

天
遊
龍
輦
駐
城
闉闉
、
上
苑
遲
光
晚
更 

新 

。

瑶
臺
半
入
黄
山
路
、
玉
檻
傍
臨
玄
霸 

津 

。

梅
香
欲
待
歌
前
落
、
蘭
気
先
過
酒
上 

春 

。

幸
預
柏
臺
称
献
壽
、
願
陪
千
畝
及
農 

晨 

。（『
全
唐
詩
』
巻
九
十
三
）

　
「
立
春
日
遊
苑
迎
春
」
を
題
に
含
む
詩
は
、『
全
唐
詩
』
に
計
七
首（

（
（

収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
韻
字
箇
所
を
四
角
で
示
し
た
三
首
で
は
同
一
韻
部
の
韻

字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
配
置
は
異
な
る
も
の
の
、
共
に
韻
字
と
し
て
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「
春
」・「
新
」
字
が
韻
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
御
製
や
他
の
詩
作

と
で
は
そ
の
共
通
性
が
確
認
さ
れ
ず
、
一
詩
宴
内
で
御
製
を
除
く
少
な
く

と
も
三
人
の
参
宴
者
が
互
い
の
韻
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。

　

参
宴
者
同
士
が
韻
を
意
識
し
て
共
有
す
る
と
い
う
新
た
な
傾
向
以
外
に
、

第
二
章
で
触
れ
た
「
柏
梁
体
」
も
あ
る
程
度
の
発
展
を
遂
げ
た
と
み
ら
れ

る
。

景
龍
四
年
正
月
五
日
移
仗
蓬
莱
宮
御
大
明
殿 

吐
蕃
騎
馬
之
戯 

因

重
為 

柏
梁
体 

聯
句　

中
宗
皇
帝

大
明
御
宇
臨
萬
方
（
帝
）、
顧
慚
内
政
翊
陶
唐
（
皇
后
）。
鸞
鳴
鳳
舞

向
平
陽
（
長
寧
公
主
）、
秦
楼
魯
館
沐
恩
光
（
安
楽
公
主
）。
無
心
為

子
輒
求
郎
（
太
平
公
主
）、
雄
才
七
步
謝
陳
王
（
温
王
重
茂
）。
当
熊

讓
輦
愧
前
芳
（
上
官
昭
容
）、
再
司
銓
筦筦
恩
可
忘
（
吏
部
侍
郎
崔
湜
）。

文
江
学
海
思
済
航
（
著
作
郎
鄭
愔
）、
萬
邦
考
績
臣
所
詳
（
考
功
員

外
郎
武
平
一
）。
著
作
不
休
出
中
腸
（
著
作
郎
閻
朝
隠
）、
権
豪
屏
跡

肅
厳
霜
（
御
史
大
夫
竇
従
一
）。
鑄
鼎
開
岳
造
明
堂
（
将
作
大
匠
宗

晋
卿
）、
玉
醴
由
来
献
壽
觴
（ 

吐
番
舍
人
明
悉
猟 

。
○
紀
事
云
、
時

上
疑
竇
従
一
、
宗
晋
卿
素
不
属
文
。
未
即
令
続
。
二
人
固
請
、
許
之
。

吐
蕃
舍
人
明
悉
猟
請
令
授
筆
、
与
之
。
悉
猟
云
云
、
上
大
悦
、
賜
与

衣
服
。）�

（『
全
唐
詩
』
巻
二
）

　

右
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
景
龍
四
年
に
詠
じ
ら
れ
た
「
柏
梁
体
」
で

あ
る
こ
の
作
で
は
、第
二
章
の
太
宗
期
の
外
交
目
的
に
加
え
、「
吐
蕃
舎
人
」

も
創
作
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
厳
寅
春
氏
の
論（

（
（

に
よ

れ
ば
「
吐
蕃
舎
人
」
は
吐
蕃
に
赴
任
し
た
漢
人
を
称
し
た
も
の
で
、
右
の

「
柏
梁
体
」
の
作
者
の
一
人
「
明
悉
猟
」
も
そ
れ
に
該
当
す
る
。
当
時
、

は
る
か
遠
方
に
位
置
す
る
吐
蕃
に
赴
任
す
る
こ
と
は
唐
人
に
と
っ
て
は
か

な
り
の
困
難
を
伴
う
こ
と
で
、
そ
の
赴
任
を
拒
否
す
る
漢
人
が
多
く
い
た
。

そ
の
中
で
、
吐
蕃
と
中
央
を
結
ぶ
「
吐
蕃
舎
人
」
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
、

唐
周
辺
地
域
の
安
定
を
図
る
唐
王
朝
中
央
の
意
識
の
表
れ
と
も
い
え
る
。

現
に
、
史
書
に
よ
れ
ば
「
明
悉
猟
」
は
金
城
公
主
の
出
迎
え
に
ラ
サ
ま
で

赴
き
、
そ
の
後
幾
度
も
長
安
と
ラ
サ
を
行
き
来
し
た
功
労
者
で
あ
る
。
唐

王
朝
と
吐
蕃
の
両
方
か
ら
信
頼
を
受
け
る
人
物
を
も
て
な
す
行
い
を
、「
柏

梁
体
」
で
実
現
す
る
こ
と
は
、
唐
王
朝
の
現
実
統
治
に
お
け
る
韻
の
役
割

の
重
要
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

五
　
お
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
、
初
唐
詩
宴
詩
に
お
け
る
韻
の
工
夫
に
注
目
し
、
唐
太
宗

期
か
ら
唐
中
宗
期
に
及
ぶ
様
々
な
詩
宴
詩
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

唐
太
宗
期
で
は
御
製
の
韻
字
の
使
用
状
況
を
重
視
し
、
臣
下
が
御
製
と
同

じ
韻
部
の
韻
字
を
積
極
的
に
使
用
す
る
傾
向
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
意
識
は
用
韻
に
は
程
遠
い
も
の
で
、
韻
字
の

配
置
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
姿
勢
が
う
か
が
え
た
。

　

唐
高
宗
の
治
世
で
は
、
太
宗
期
の
韻
字
の
工
夫
に
加
え
、
御
製
の
韻
字

の
配
置
を
考
慮
す
る
傾
向
が
表
れ
、
全
体
的
に
韻
字
を
用
い
た
統
治
姿
勢
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が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
唐
中
宗
期
で
は

韻
字
の
意
識
は
さ
ら
に
広
ま
り
、
御
製
に
制
限
さ
れ
ず
参
宴
す
る
臣
下
同

士
で
韻
字
を
意
識
し
あ
う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
証
と
し
て
第
四

章
の
「
登
驪
山
高
頂
寓
目
」
を
題
に
含
む
李
乂
詩
と
武
平
一
詩
に
う
か
が

え
た
、
韻
字
を
含
む
字
句
の
参
照
が
存
在
す
る
。

　

さ
ら
に
、
韻
字
の
工
夫
は
こ
れ
ら
の
王
権
周
辺
の
日
常
的
な
詩
宴
の
み

で
な
く
、
外
交
面
で
の
目
的
を
含
む
場
で
も
確
認
さ
れ
た
。
唐
太
宗
期
と

唐
中
宗
期
に
詠
じ
ら
れ
た
「
柏
梁
体
」
の
作
品
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
外
交
使

節
を
も
て
な
し
周
辺
国
家
と
の
安
定
を
図
る
目
的
と
、「
吐
蕃
舎
人
」
の

よ
う
な
赴
任
漢
人
を
優
遇
し
、
外
国
と
の
関
係
の
安
定
を
保
つ
目
的
と
が

確
認
で
き
た
。
韻
字
は
確
実
に
初
唐
王
権
周
辺
で
そ
の
統
治
に
貢
献
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

紙
幅
の
都
合
上
本
論
は
唐
中
宗
周
辺
の
詩
宴
詩
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今

後
は
引
き
続
き
唐
玄
宗
な
ど
の
周
辺
や
そ
の
他
の
私
宴
に
ま
で
考
察
を
広

め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

注（
1
）
本
論
文
で
用
い
た
『
全
唐
詩
』
の
原
文
は
、『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、

一
九
六
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）
に
よ
る
。
韻
字
の
判
断
に
関
わ
ら
な
い
「
一
作
」
の
よ
う
な
異

同
は
略
し
た
。
ま
た
、
一
部
旧
字
体
を
通
行
字
体
に
私
に
改
め
、
適
宜
傍
線

や
太
字
な
ど
を
施
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
2
）
同
一
詩
宴
の
判
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に
際
し
て
は
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に
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さ
れ
た
「
奉
和
」、「
応
制
」、「
侍

宴
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ど
の
キ
ー
ワ
ー
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を
手
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か
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に
し
た
。「
奉
和
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作
者
よ
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分

の
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い
人
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の
詠
作
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唱
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応
制
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応
じ

て
作
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し
た
も
の
、「
侍
宴
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は
皇
帝
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催
の
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侍
し
た
際
の
詩
作
。
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。

（
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、
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（
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）
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上
、
韻
字
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関
係
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な
い
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、
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わ
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崔
日
用
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馬
懐
素
詩
・
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佺
期
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い
た
。

（
9
）
厳
寅
春
「
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蕃
同
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国
藏
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